
1

                            平成 28年6月1日 第 390号
情勢判断学会 東京本部
会員向けニューズレター
発行人 古川 彰久

事務局 〒252-0321神奈川県
相模原市南区相模台１－２３－９
Ｔel.＆Fax.

０４２－７４８－８２４０
http://www.jouhan.com
E-mail:info@iki2life.com

６月例会ご案内

６月９日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 城野先生遺稿

      古事記中国語原本と翻訳    

場所  ： 港区新商工会館

参加費 ： 1000円

担当  ： 榊原 高明

5 月の例会では城野先生の遺稿の整理について議

論しました。この中で参加者の興味を引いたのが、古

事記の原稿資料です。

本原稿資料は、真福寺写本の中国語を翻訳したもの

で、上、中（原稿用紙８３枚）、下巻（５６枚）から

なり、上巻のみが製本済です。面白いのは 上巻の序

で、古事記の序文は漢文で書かれているのに、本文は

簡単な中国語で記されていて、内容に相違があり、つ

ながらないなど、我々が学んできた古事記の認識とは

違いがあるようです。

  

城野さんによれば、古事記は本居宣長が日本の古語

を研究し、古事記の中国式漢字配列のそばに自分の知

っている古語を当てはめたのが「古事記伝」である。

全部が日本の古代語らしいものに置き換えられてあ

り、普通の人には分からない。古事記の研究というと、

原本のやさしい中国語ではなく、難しい古代語訳古事

記が、まるで本来の古事記の原本だと誤解されてしま

ったようだ。

古事記は難解で近寄り難いという先入観を突き崩

し、古代日本人の生活内容を研究して、これまでの偽

りの歴史から抜け出す助けにしようとされたのだと

思います。

城野さんはこの為に勉強会を立ち上げ、このテキス

トとして、中巻、下巻と発刊したかったと思いますが、

残念ながら先生が亡くなられたため、刊行は上巻のみ

となりました。

６月の例会では、城野先生の翻訳資料と現代まで

の古事記翻訳の歴史的変遷や内容の違いなども

踏まえて説明し、これについて皆様から城野先生の

古事記原稿資料の今後の扱いについてご意見を頂

戴出来ればと思います。
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４月例会報告

４月１４日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 城野先生の著書から学ぼう

    「第三の経済学」を輪読しよう 第７回

場所  ： 港区新商工会館

担当  ： 古川 元晴

（はじめに）

  今回は、城野先生の『第三の経済学』輪読の最終回

ということで、その最終章「二つの経済学－総括提案」

について意見交換しましたので、その最終章の要点と主

要な検討点の概要をご紹介します。   

第１ 最終章の要点

１ わかる経済とわからない経済

＜わかる経済＞人間たる者は誰でもよくわかり、毎日

実践している「経済」。

＜わからない経済＞学者的専門語で普通の人にはわ

からないようにしてある「経済」。

２ これまでの欧米における「二つの経済学」・・正統派

経済学とマルクス経済学

＜共通点＞欧米の経済社会の実態（巨大財閥が経済を

支配）を出発点として、共通性を抽出し、法則化。

＜相違点＞現状認識は共通で、現状維持か現状打破か

の差。

    ①正統派経済学：巨大財閥の経済支配を維持、発展

させる（スミス～～ケインズ）。

    ②マルクス経済学：既成の資本集団を崩壊させて、

国家の名においての資本集積運用を提案。

３ 経済における先進者と後進者の関係

＜「経済の基本原理」に基づく判断＞

  ①先に進む者と遅れる者とが同時に発生するのは事

柄の道理だが、先進者が自らのエゴのために後進者をひ

どくいためつけ、しぼりあげ、後進者がますますおくれ

ていくようにすることとはよろしくない、けしからんと

いうことになる。人間の平等互恵、相互の助け合いによ

って人間社会を幸せにしていくという人間的存在の基

本原理に背き、人道の原理に違反した行為。

②個人に適用される原理は、国家対国家の関係にも適

用されねばならない。先進者は、その有利な条件を活用

して、後進者の前進と繁栄のためにも力を尽くすべきな

のである。

４ 新しく形成されるべき日本経済学・・「第三の経済

学」

１）経済学の探求方法

①経済問題の研究で大事なのは、各国各民族社会の

特殊性をいかにつかむかというところにある。

②世界的には特殊性だが、一つの国家社会内ではそ

れが共通性となるような要素だけが、その社会の特殊

性となり得る。

  ③イギリス、アメリカと比較して「少ない」とか「な

い」となると、すぐ日本のほうがけしからんという主

張となる。しかし、具体的に観察評価すれば、その「少

ない」、「ない」が日本の優点として作用している面を

認識していないことが多い。

２）日本経済の特徴

＜借金経営で挙げた実績＞全国的に全国民から経済

建設に必要な資金を動員。日本には、大企業の全株式

を引き受けられるような大金持ちは存在しない。

＜国営企業・・その弱点と戦略・戦術＞

  ①弱点・・国営で倒産しないという安心感からく

る非能率と官僚化のマイナス面だけが強く作用するよ

うになるのが現実。

    ②戦略・戦術・・国有・私有の問題は、技術的戦

術的問題であり、国家経済の戦略問題ではない。国民

の資金と労働力を総動員するか、それとも個人又は家

族、グループの資金に頼り、その周辺だけの才能と労

働力の動員で仕事を進めるかという区別が重大。

＜日本の大企業の特徴＞

①日本の大企業は例外なく国民の零細資金の集合

によって支えられ、運営されている。

  ②大企業はすでに集団所有化しており、ヨーロッ

パ的意味での個人的私有の範囲には属さず、むしろ中

国における人民公社的集団所有制と実質上は同じにな

っている。

３）日本経済観察の三つのポイント

  ①人口が１億以上で、学齢児以上の９９.９％は教

育を受けた人間が活躍。

  ②天然資源が少なく、燃料と原材料の９割以上を

外国より手に入れねばならない。

  ③日本人は、外国から燃料と原材料を入れて加工

糸、付加価値を高め、半分を国内で使用し、半分を輸

出して輸入品の支払にあてるという以外に豊かな暮ら

しをつくる方法はない。

４）新しく形成されるべき日本経済学

  上記３）①～③の基本線から日本の持つ経済法則、

日本経済発展の方策を検討してゆくのが新しく形成さ

れるべき日本型経済学＝「第三の経済学」
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第２ 検討点の概要

１ 城野先生が解き明かした「第三の経済学」とは何

か？

１） 第一、第二の経済学・・欧米型経済学＝労資対立型

社会の経済学

    ＜疑問＞欧州は福祉先進国ではないか？

２）第三の経済学・・日本型経済学＝労資一体型、国民

総参加型社会の経済学

   ＜基盤＞伝統的に高い教育水準と、戦後の財閥・軍閥

解体、農地解放、平和主義等

２ 日本経済は、その後、「第三の経済学」が解き明かし

たとおりに発展したのか、あるいは変容したのか？

１）高度成長時代の終焉と長期停滞時代へ

   ＜時代変化の特徴＞欧米に追いつけ追い越せ時代が

終焉し、中国、韓国、台湾等に追いつかれ追い越される

時代へ・・自ら経済戦略を創造すべき時代へ

   ＜日本の対応状況＞歴代内閣は、日本経済の構造改

革（規制緩和等）による成長回復に全力を傾注している

が、依然として低迷状態にある。

２）世界経済の一体化（グローバル化）とその評価

   ＜一体化＞ 地球を２分していた東西冷戦体制が１

９９１年のソ連崩壊によって終結し、東側にも資本主義

原理が導入れるようになり、この動きは中国、ベトナム

といった社会主義国にも波及したことで、今や世界経済

は、資本主義原理の下で、ほぼ一体化された状況に至っ

ている。

  ＜評価すべき面＞ＩＴ技術等の先端科学技術の爆発

的発展と相俟って、グローバルなイノベーション（現状

変革）時代が到来しているという意味では、「ピンチはチ

ャンス」の時代。

＜問題な面＞

ア 経済が国家の枠（規制）を越える時代・・「法の支

配」が未成熟な「世界の自由市場」（無法地帯）での激烈

な弱肉強食的な競争時代へ。

イ 米国主導のグローバル資本主義（新自由主義）が

世界経済を席巻し、日本経済にも重大な影響を及ぼしつ

つある。

  ①世界的な格差拡大時代へ

       二極分化・・最先端の勝ち組とその他の負け組。

中間層の没落

       国の再分配機能の低下・・法人税、所得税（類

進税率）、消費税

②経済至上主義による世界的な環境破壊、食の安全

破壊等の深刻化

３）日本の対応状況

    日本は、米国主導のグローバル資本主義こそが新し

い時代の経済学であるとして、これに基づく政策を次々

と打ち出しているが、成果が乏しい上に、かえって、

非正規雇用の大幅増加、相対的貧困率の深刻化等の弊

害が顕著になりつつある。

＜アベノミクスによる三本の矢＞

  ①金融・・日銀による金融の異次元緩和

    ②財政・・巨額な赤字財政予算の恒常化

    ③実態経済・・横這いの経済成長率（大企業にお

ける利益の拡大と内部留保化）

   ＜１５年１０月～１２月の財務省の法人企業統計

調査＞

  ①営業利益 ５.１兆円増（３年前比）

     ②人件費    ０.８兆円減（同上）

     ③手持ちの現預金 ２８.０兆円増（同上）

     ④１４年度株主配当 ３兆円近く増（２年前）

   ＜格差拡大＞

    ア この２０年間、富裕層は大して伸びなかった

が、低所得層が一層貧しくなって格差拡大

    イ 非正規雇用の拡大・・約４割

    ウ ＯＥＣＤによる２０１０年の相対的貧困率

①全体・・３４国中２９番

    ②子供・・３３国中２５番

    ③子供がいる世帯（大人一人）・・３３国中３３番

３ 「第三の経済学」の将来展望は？

    城野先生が本著を刊行したのは昭和４８年（１９

７３年）であり、当時の日本経済の終身雇用、年功賃

金等の特等点は、「ジャパン・アズ・ナンバーワン」の

要因として世界的にも高く評価された。しかし、その

後のグローバル経済化のなかで、現在では、そのよう

な特徴点が大きく崩壊しつつあることは上記のとおり

であり、「第三の経済学」の将来展望が問われる状況に

ある。

（おわりに）

  「第三の経済学」の将来展望について私見を述べま

す。米国主導のグローバル資本主義（新自由主義）は

わが国をも席巻し、その結果として、今や「第三の経

済学」成立の前提事実が崩壊しつつあるといえるでし

ょう。しかし、城野経済学は、上記第１、３に記述し

たような「経済の基本原理」によって構築されており、

この原理は、あらゆる経済学を評価する上での普遍的

な判断基準であるように理解されるのです。「第三の経

済学」も、この普遍的な原理を基に提唱されたもので

す。

したがって、このような城野経済学は、これからは

単なる日本特有の経済学としてではなく、グローバル

経済時代に相応しい「世界経済学」として新しく発展

してゆくことが、世界各国の経済の真の相互繁栄のた

めに必要であるように思われます。
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例会予定

2016年

７月１４日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 未定

場所  ： 港区新商工会館

担当  ： 未定

8月は夏休みといたします。

開催場所：港区新商工会館

（１０月より港区海岸１－４－２８へ移転）

港区新商工会館へのご案内地図

東京都港区海岸1-4-28  TEL03-3433-0862
ゆりかもめ竹芝駅より徒歩６分、
ＪＲ浜松町駅北口から徒歩およそ７分 、
都営地下鉄浅草線・大江戸線大門駅B２出口からおよ
そ徒歩10分

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
※ 会誌発送は、E-mail です。

※ 年会費はありません。

※ 「じょうはん」発送のお申込は、

E-mail： info@iki2life.com
まで、Mailでご連絡下さい。

※ 興味のありそうな方にも積極的に転送してあ

げて下さい。

※ ホームページもご確認下さい。

   http://www.jouhan.com
<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<

編集後記

「第三の経済学」の輪読は4月の第7回をもっ

て終了といたしました。城野先生が書かれた頃か

ら半世紀近くが過ぎ、世界環境も変化してきてい

ますが、戦略的視点の重要性が改めて認識されま

した。

今後の展開については城野先生の原稿等の遺品

整理の中から検討対象を選択していくこととし、

まず、「古事記」を対象に取り上げることとしまし

た。

皆様の積極的な参画を期待申し上げます。(古川)


